














































































































































































































































































曲 八千代獅子」╱（ピアノデュオ）ラフマニノフ：２台ピアノのための組曲 第１番 作品５
より 第１、４楽章╱生徒作品：オーボエ四重奏曲╱ビゼー：「アルルの女」第２組曲 作品23























































ムス：ピアノ四重奏曲 第１番 ト長調 作品25より 第４楽章／生徒作品：小オーケストラの

























ルスゾーン：ピアノ協奏曲 第１番 ト短調 作品25 ピアノ：石田えりか（３年）╱（合唱）
ブラームス：哀悼歌 作品82 指揮：鈴木織衛、合唱指導：木部敏司（以下、合唱指導は同）╱










の秋（山田流、生田流箏曲合奏）╱（合唱）シューベルト：ミサ曲 第６番 変ホ長調 Ｄ950よ
り 「キリエ」「グローリア」 指揮：鈴木織衛╱（オーケストラ）ハチャトゥリアン：バレエ音
楽「ガイーヌより「剣の舞」╱リスト：ピアノ協奏曲 第１番 変ホ長調 ピアノ：佐藤卓史（３























季」より 第１部「春」より 第１、２、９曲 第２部「夏」より 第12曲 第３部「秋」より




曲）：「神田祭」╱（合唱）バッハ：マニフィカート ニ長調 BWV243 指揮：鈴木雅明╱（オー
ケストラ）ケテルビー：「ペルシャの市場にて」╱レスピーギ：リュートのための古い舞曲とア




サ 第６番 変ホ長調 Ｄ950より 指揮：小田野宏之╱（オーケストラ）ドヴォルジャーク：交




ストラ）チャイコフスキー：交響曲 第５番 ホ短調 作品64 指揮：大友直人
〇平成21（2009）年度 第21回╱10月31日（土）14：30開演
演奏曲目：（邦楽）宮城道雄：「飛鳥の夢」／三世杵屋正次郎：長唄「元禄花見踊」╱（合唱）
バッハ：ミサ ト長調 BWV236より 第１、２、４、６番╱（オーケストラ）メンデルスゾーン：
交響曲 第４番「イタリア」 イ長調 作品90 指揮：鈴木雅明
〇平成22（2010）年度 第22回╱10月16日（土）14：30開演
演奏曲目：（邦楽）中能島欣一：「ひぐらし」／宮城道雄：「都踊」╱九世杵屋六左衛門：「越
後獅子」╱（合唱）モーツァルト：レクイエム ニ短調 KV626より 第１、２、３曲╱（オー
































































































































演奏曲目：モーツァルト：クラリネット五重奏曲 イ長調 KV581より 第１、２楽章╱ブ
ルッフ：ヴァイオリン、ヴィオラ、ピアノのための「８つの小品」より 第１、２、４番╱ウ











演奏曲目：（オーケストラ曲）メンデルスゾーン：交響曲 第４番 「イタリア」 イ長調 作













ピアノ三重奏曲 第４番「街の歌」 Op.11より 第３楽章（クラリネット、チェロ、ピアノ）




演奏曲目：（オーケストラ曲）ベートーヴェン：交響曲 第７番 イ長調 作品92より 第１、






╱ブラームス：ピアノ四重奏曲 第３番 ハ短調 作品60 第１楽章／シューマン：ピアノ三






















演奏曲目：フォーレ：ピアノ四重奏曲 作品15より 第１楽章／ピアソラ：Four for Tango
╱中能島欣一：太棹三味線と尺八の合奏曲「波濤」╱ドリング：フルート、オーボエとピアノ
のための三重奏曲╱バッハ：ブランデンブルク協奏曲 第３番 ト長調 BWV1048
・10月８日（月・祝）北とぴあ（さくらホール）
「輝く☆未来の星コンサート」（オーケストラ・合唱）
演奏曲目：（オーケストラ曲）メンデルスゾーン：交響曲 第３番 イ短調 「スコットラン

































平成16年（2004年）４月25日～５月５日、英国青少年音楽祭（Sprit of Youth in Music Festival）、
その他において、本校生徒５名（ピアノ１名、ヴァイオリン２名、ヴィオラ１名、チェロ１名）
が英国各地で演奏を行った。（演奏会場：Eton College、Rochdale School、Royal Northern
 






















































































ヘンデル：トリオ・ソナタ ５番 作品２の５╱ドヴォルジャーク：弦楽四重奏曲 へ長調
作品96╱他╱平成14年２月13日（水）14：00～╱モーツァルト：弦楽四重奏曲 ハ長調






















３番 ハ長調 KV515╱ベートーヴェン：弦楽四重奏曲 ハ短調 作品18の４╱ハイドン：
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弦楽四重奏曲 作品1-1hob Ⅲ：１ 変ロ長調╱シュポア：二重奏曲╱サン＝サーンス：幻想
曲作品124／同：カプリス／モーツァルト：弦楽五重奏曲 KV515╱シュポア：ソナタコン






四重奏曲 ト長調 KV387╱ベートーヴェン：セレナーデ 作品８╱ドゥメルスマン：ウィ
リアムテルの主題による華麗なる二重奏曲
・平成23（2011）年度（平成24年２月８日（水））サンサーンス：ファンタジー 作品124／モー
ツァルト：ディヴェルティメント 第６番 KV439ｂ／同：弦楽四重奏曲 ト長調 KV387
















35番 「ハフナー」より 第１楽章／シューベルト：「ロザムンデ」より 間奏曲 指揮：高
関 健
・平成22（2010）年度 第57回入学式（平成22年４月９日（金））╱演奏曲目：モーツァルト：交
響曲 第35番 「ハフナー」 ニ長調 KV385より 第１楽章╱同より 第３、４楽章╱指揮：
高関 健╱第55回卒業式（平成23年３月10日（木））╱ビゼー：交響曲ハ長調より 第１楽章╱
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マスカーニ：「カヴァレリア・ルスティカーナ」より 間奏曲 指揮：澤 和樹
・平成23（2011）年度 第58回入学式（平成23年４月８日（金））／演奏曲目：ビゼー：交響曲よ
り 第１、４楽章／指揮：澤 和樹／第56回卒業式（平成24年３月８日（木））╱演奏曲目：ベー
トーヴェン：交響曲 第１番より 第１楽章╱モーツァルト：交響曲 第40番より 第２楽章
╱指揮：迫 昭嘉
・平成24（2012）年度 第59回入学式（平成24年４月９日（月））╱演奏曲目：ベートーヴェン：
交響曲 第１番より 第１楽章、及び第２楽章／指揮：迫 昭嘉╱第57回卒業式（平成25年３
月11日（月））╱演奏曲目：プロコフィエフ：古典交響曲より 第１楽章╱エルガー：弦楽セレ
ナーデより 第２楽章╱指揮：澤 和樹
Ⅳ.今後の検討課題等について
これまで述べてきたように、本校では東京芸術大学の第Ⅰ期中期計画（附属学校に関する目標－
教育基本方針）に沿いつつ、附属高校として、また国立唯一の音楽高校として独自の教育活動・
実践をすすめるべく取り組んできた。なかでも、法人化という新たな組織改変に伴い、内部はも
とより対外的にも種々の場面で新しい対応が求められ、殊更外へ向けての積極的な発信が強く求
められることとなった。
具体的には、音楽高校であるがゆえに、生徒による種々の演奏会、コンクールへの出場等が優
先される（公欠扱い等）中で、授業との関係、大学教員との調整、保護者への対応（たとえば、
新たに導入された「個人情報保護法」の扱い）等々を初めとして、種々の対応が新たに求められ
るようになったことも事実である。
以下、これまでに生じたいくつかの懸案事項等について記す。
１.実践例から
（１）演奏修学旅行
① 楽器の管理について
３泊４日の演奏旅行の期間中、生徒個々の楽器の管理が当然必要となるが、基本的にはそれぞ
れ生徒の責任において管理を行うこととしている。しかしながら、演奏以外の研修等の移動時に
は、どうしても楽器をバス内に置いて行動することになるため、その際の管理は教員が交代で張
りつきで行うこととなる。（教員の負担）
また、今般の航空会社の運搬システムの変更（楽器の扱いや運搬経費値上げ等）により、特に
大型楽器の輸送には、これまでにない費用を計上せざるを得なくなったことも悩みの種である。
② 演奏担当以外の生徒について
演奏修学旅行の項で述べたように、この行事では、生徒全員が演奏に関わるわけではなく、ス
テージ担当を初めとして、受付、アナウンス等の裏方を担当する生徒も必要となる。しかしこれ
も、教育課程における学校行事として位置付けるうえで重要なこと（後述）であり、また、本校
においては、前述の「総合学習との関わり」でも触れたように、まさに総合的な学習の場（総合
学習）の一つとしても有益な要素であると考えている。
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（２）長野県飯田市公演（長野毎日新聞主催）
「危機管理」について
本公演では、１泊２日の日程で現地に出向き、全校生徒による演奏を行ったが、帰路（バス３
台で移動）の高速道路の渋滞による想定外の遅延により帰京が相当遅くなった。これに伴い保護
者への連絡対応等を初め、危機管理について見直しをする契機となった。
（３）その他
「休日の行事」の扱い
休日に行われる行事が増える中で、代休の処置、教員の配置・対応、学事等への影響、その他、
新たな管理上の対応が求められた。
２.教育課程との関係において
（１）生徒個々の音楽活動と教育課程（特別活動～学校行事）との関係
第Ⅰ期中期計画では、基本的には生徒の音楽活動を教育活動（特別活動）の諸場面に特化する
形（学校の実態及び課程や学科の特色を生かした実施が望ましい～「高等学校指導要領」総則編よ
り）で取り組んできた。これは本校の従前の教育方針に沿うものでもあり、より積極的に本校の
（音楽高校としての）特色を取り入れたものと言える。しかしながら、この中期計画の実施を機
に、諸場面において、従来に比して外への発信がさらに強く求められた結果、当然のことではあ
るが、生徒の負担（教員への負担も）が増加したことは否めない。
そうした中で、生徒個々の演奏能力や個々の活動に関する部分と、高等学校の教育課程におけ
る集団の一員としての関わり方（学校行事の目標：後述）等を初めとして、学校教育が（本来）
目指す部分との関係について、明解な棲み分けを行うには到らなかった。
「学校行事と個人レッスンとの関係」
例えば、本校独自の演奏修学旅行の期間中、個人レッスンが不可能となること、あるいは、自
らの専攻楽器の課題で手一杯で、専門の練習が思うように達成できていない生徒も皆無ではない
現状、つまり、数日間の空白は、自らの技術向上のためにはならないこと等の実際的な部分から、
行事そのものに（大学教員を初めとして、保護者等が）懸念を抱くケースがあることや、個人レッ
スンやコンクールへの出場を優先することで、（特に宿泊を伴う）学校行事に不参加の生徒が生じ
ていることも事実である。
しかしながら、先に述べたように、高等学校の教育課程（注：１）に沿った高校教育を進めて
いく限りにおいては、学校行事の教育課程への位置付けは必須であり、また、音楽高校であるが
故の（特化的な）行事としても、その有効性等についてさらに研究を進めるべく（例えば本校独
自の「演奏修学旅行」を）継続し、教育課程への位置付けについて再確認するとともに、これら
の懸案事項について検証していくことが必要であろうと思われる。
（注：１）
「特別活動（目標）」（新旧課程共通）
望ましい集団生活を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員
としてよりよい生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間としての在り
方生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。
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「学校行事（目標）」（新課程～平成25年より）
学校行事を通して、望ましい人間関係を形成し、集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神
を養い、協力してよりよい学校生活や社会生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる。
「学校行事（内容）」（旧課程）
全校若しくは学年又はそれらに準ずる集団を単位として、学校生活に秩序と変化を与え、集団
への所属感を深め、学校生活の充実と発展に資する体験的な活動を行うこと。
「旅行・集団宿泊的行事（内容）」（新旧課程共通）
平素と異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文化などに親しむとともに、集団生活の
在り方や公衆道徳などについての望ましい体験を積むことができるような活動を行うこと。
「学芸的行事」（旧課程）
平素の学習活動の成果を総合的に生かし、その向上の意欲を一層高めるような活動を行うこと。
「文化的行事」（新課程）
平素の学習活動の成果を総合的に生かし、その向上の意欲を一層高めたり、文化や芸術に親し
んだりするような活動を行うこと。
その他、生徒個人が関わるコンクール等の結果と、（普通科を含む）教育課程全般における成績
との関係（例えば単位等の扱いについて（注：２））や、（コンクール結果等の）位置付けについ
てどのように考えるべきか、さらには、その因果関係等についても今後検討していく余地があろ
うかと思われる。
（注２）「単位等の扱いについて」
高等学校指導要領では、「特別活動の履修については、その性格上、各教科・科目の場合と異な
り、単位による計算は行わない」と明記している。また「単位の認定は行われない」ことは従前
の通りである。
備考：「生徒会活動及び学校行事については、学校の実態に応じて、それぞれ適切な授業時数
を充てるものとする。」（以上、下線は筆者）
（２）「高大連携」について～大学教員との関係」
高大連携がうたわれる中で、高等学校の教育課程（高等学校教育）の理念と、大学教員個々の
直接指導によって成り立つシステム（個人指導）との関係について、高大の教員が密に連絡を取
り合い、音楽高校としてのカリキュラムの在り方について、更なる整備をしていく必要があろう
と思われる。
また、そのためには、第Ⅱ期中期計画における本校の教育方針と、平成25年度から導入する新
高等学校指導要領との関連について整理していく必要があろう。
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